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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
富良野市連係会議視察報告
　市事協他支部交流で実施した富良野市連係会議の報告をします。
富良野市連携会議に参加して

生振小　中川雄二

　７月３０日石狩市協議会他支部交流で富良野市の連携会議を視察させていただきました。今回富良野に行く目的は２つあり、一つは富良野市がどのような学校間連携を行っているか、もう一つは８月中旬に家族キャンプを富良野で予定していたので、その下見を行うことでした。（あくまでも主は視察です）

　当日は１１時集合なので、７時半頃家を出ました。前日に人間ドックを受け、慣れないバリウムを一杯飲まされ、さらに下剤を飲んでいた影響からか、頭痛と腹痛の中のドライブでした。思ったより富良野は近く、２時間程で到着しました。時間がまだありましたので、先に第２の目的であるキャンプ場の下見をし、その後会場へ向かいました。この日は石狩市以外にも、北見市、旭川市や宗谷管内の参加もあり、かなり大きな規模での交流会になりました。内容も学校間連携３市交流会、前全道協議会長・中辻さんの講演、富良野市の連携会議、最後に施設見学と内容も盛りだくさんで、内容の濃いものとなりました。

　はじめに学校間連携３市交流ということで、富良野市、北見市、石狩市の連携についての交流が行われました。

富良野市は加配を受けて５年目になり、市教委との良好な関係を維持しつつ全市連携に取り組んでおり、全体連携、教育情報、財政財務という３つの部会に分かれて行っているとのこと。具体的な内容は以下のとおり。

○全体連携部会

　職員向けたよりの発行（保護者向けも含む）、HPの更新と運営

○教育情報部会

　「教職員の諸権利」の発行、文書分類表の見直し、学校実務要覧見直し

○財政財務部会

　予算要望活動、配当予算・備品費の調整、就学援助について

　

北見市は今までの光西中に加え、今年度から中央小にも加配を受けて拠点校２校体制に。今まで行なってきた学校徴収金や個人情報保護に加え、事務だよりや保護者アンケートも検討しているとのこと。昨年度スクールニューディールの関係で校務用PCが全職員支給になり、個人情報持出しやUSB取扱について市教委案を検討し提言も行なった。

ただ最近、市教委から連携会議との関係を整理したいとの申し入れがあり、事務だよりも発行延期になっている。また市内的には学校間連携は「業務」と押さえているが、事務職員の中には「研修」と考えている人もいて、会議への参加人数が増えないとの課題もあるとのこと

その後質疑があり、石狩市に対しては「提言は連携会議、要望は協議会」の押さえについての質問がありました。常陸さんが、後ろからの視線を気にしながら

も、わかりやすく回答していました。

１時間はあっという間に終わり、昼食休憩となり、富良野の菅原さんと石狩市視察団で「とみ川」というラーメン店へ行きました。太麺ながらスープがあっさりしていて、体調が悪い中でしたが完食できました。おすすめです。

　

　午後からは前全道協議会長の中辻さんによる「学校事務の学校間連携」というタイトルで講演が行なわれました。先月に還暦を迎えられ、退職まで８ヶ月とのことで、今までに上富良野町や旭川市で行なってきた実践のことや今後の学校間連携に向けての内容で話がありました。

　その中では、子どもたちの「自己教育」を意識した学校づくりが大切なこと、学校間連携では、学校課題の把握、課題の共有化、実践の共通化、情報の発信がらせん状になっていくことが理想であること、課題設定ためにということで、学校予算の不足について市町村を越えて広く共有すること、横浜市では執行計画がホームページで公開され、学校財政に対する説明責任が求められている、こと等の話がありました。

　最後に厳しい状況だが学校事務職員が学校に必要だということを繰り返し言わざるをえない、人と人とが結びついていかなければ解決できない、どれ一つ欠けても子どものためにならない、そこで学校間連携を通して、横のつながりによる学校づくりが大切、これからもこの方向で歩んで欲しいということで話を終えられました。

　いつも講演では、気がつくと眠りに入っていることが多い私ですが、報告が当たっていた関係から、エコポイントで購入したレコーダーを持参し、全て聞きました。私にこの役割を当ててくれた、外崎さんに感謝します。

　後の富良野市の連携会議と施設見学については森田さんの報告をご覧下さい。

今回の視察は今後に向けて、とても勉強になりました。ありがとうございました。

富良野市学校間連携・夏季研修会　研修報告書（後半部分）
石狩市立八幡小学校　森田　政浩
というわけで、８名で富良野へ研修に行ったわけですが、前半の部分は生振小の中川さんがきちんとまとめて書いて下さっていると思うので、文才のない私は後半をふにゃけた感じでまとめたいと思います。
　午後一番の講演を終え、次は「第５回富良野市学校間連携会議」の見学です。まずは、課長さんより挨拶があり（今年５月に着任後初の顔合わせ）退席後、係長さんより各職員の紹介がありました。（この様子から見ると毎回教育委員会が参加しているのかどうなのかはわかりませんでした。が、このあと近すぎず遠すぎず絶妙な距離感で話は進んでいきます。）
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連携会議はまず「教育委員会より」ということで資料が配られています。Ａ４が５ページほどの資料です。
まず、平成２１年度経済危機対策関連事業についてということで昨年行われた整備事業（ｽｸｰﾙﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙも含む）等の説明があり、（総事業費、支出区分（予算の裏付け）、対象校、詳細等内容は多岐にわたる。）その計画と決定もどの（↓まじめに話を聞く石狩市の面々）ようにしたのかの説明がありました。
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	感想
　ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞの導入に市教委と市教研の情報班と連携会議が協議し検討を行うなど、行政とうまく合わさりながら進めているのと共に認知度が高いとも感じた。うらやましい限りだが、どのような経緯でこのようになったのか過程を時系列で知りたいと思った


続いて、市教委が行った「電子黒板の活用について」の調査結果と今後の方向性が示されます。研修会を行ってもくわしい人しか来ないので、全体のものにするため各学校に行って現地研修会を行うなど二本立ての研修会を考えているということでした。ソフトに関しても現地研修会を通じてデジタル教科書等を検討するなど柔軟な姿勢を見せていました。
　そして、今回のような突発的な事業に対し対応できたのは連携会議や各学校とヒヤリングを積み重ねてきたことも大きく、今後も会話を続けていきたいということでした。
　別件で、「学校備品管理事務の改善に向けて」ということで返答がありました。
	感想　　校務用パソコンが個人にも入ったことによって管理しやすく（見やすく）なることを見越して、連携会議の提案に対して、委員会もきちんと返答してくるのがすごい。連携しながら学校をよりよくしていきましょうというスタンスは驚く。


※学校間連携会議と教育委員会の連携で備品管理をデータ化し・・・（略）・・・授業への有効活用を図るという提案でした。エクセルを使用し目標は今年度中。大変ですがという話をしていましたが･･･。
　さて、そのあと各部より連絡があり、（もちろん教育委員会の方も同席）施設見学があるので移動ということになりました。（毎回このようなものがあるのかどうかはわかりませんが（昨年もありました）、バスに乗って、私たちも含めて乗せていただいての見学です。）今回の施設見学は①「空知川頭首工」　頭首工とは、簡単にいうと（実は私もあまりよくわかっていませんが）洪水対策と農地への水の供給のためのものらしいです。で、いまあるものは昭和３２年に作られたもので当時の予想を超える洪水が頻繁に起きるようになってしまったこと。勢いがある洪水だと頭首工本体が転倒してしまう恐れがあるため作ることになったのだそうです。
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今回は、子ども達の食育の一環として農業はこのようにいろいろなものによって成り立っているということを知ってもらいたいという視点での視察だったそうです。
②「富良野西中学校校舎・屋内運動場改築工事」　　　　
　
　　　　　＝学校の様子＝　　　　　　　　　　　　　＝熱心に話を聞く会長＝
校舎（技術室）は昭和４０年、体育館は昭和３６年にできたもので老朽化も激しいので平成２１年度に耐久度調査をし、改築計画を立てたそうです。上の写真を見るとわかると思いますが、木材を使用しています。（張りや柱も）材料としては、地元の間伐材（唐松材）を使用しているそうです。これは、コンクリートやスチールよりもコストは高くなるが、学校や子ども達の評判や、木造は使いやすい等様々な意見聞いて決めたそうです。
おわり

　事務局から　

この度の連係会議は、多くの地域から参加があり、全道事務研とはまた違った交流の場となりました。「来年も集まろう」と約束して、富良野を後にしました。















水はこちらに来ます。





頭首工　工事現場





連携会議の様子








